





















ており，2016 年 9 月現在，日本の高齢化率は 27.3％
であり，二位のイタリアに大差をつけての世界一位
である 1 ）．それに伴い救急車の出動件数も急速に
増加し，1994 年から 2014 年までの 20 年で約 2 倍と
なっている．また，搬送患者のうち高齢者の占める














2016 年 4 月 1 日～9 月 30 日までの 6ヶ月間におい















高知赤十字病院医学雑誌　第 2 1 巻　第 1 号　45―48　2 0 1 6 年
高知赤十字病院　初期研修医






調査の結果，65 歳以上は 104 人（全体の 53％），
80 歳以上は 53 人（同 27％）であった．性別は，男









00～2：00 と 5：00～24：00）の救急搬送数は 2610
人で，うち 1413 人が入院となり（入院率 54.1％），
深夜帯の入院率（43.9％）と比較し有意差を認めた
（表 2）．65 歳以上と 65 歳未満では，緊急性の有無
において両群間に有意差を認めなかったが，80 歳以
上である 53 人のうち緊急性ありは 33 人（62.3％），














４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計
深夜帯の救急搬送数 28 35 28 39 34 32 196
年齢
80歳以上 12 8 7 12 6 8 53
65〜79歳 6 11 6 7 9 12 51
65歳未満 10 16 15 20 19 12 92
性別
 男性 11 20 15 24 13 17 100
 女性 17 15 13 15 21 15 96
転帰
   入院 (ICU) 14 (3) 12 (6) 13 (4) 19 (11) 10 (3) 18 (9) 86 (36)
   帰宅 14 23 15 19 23 14 108
   死亡 0 0 0 1 1 0 2
緊急性
    あり 16 15 13 20 11 20 95







no./total no. (%) P値







no./total no. (%) P値
65歳以上 57 47 57/104 (54.8)
0.064
65歳未満 38 54 38/92 (41.3)
80歳以上 33 20 33/53 (62.3)
0.024






４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計
泥酔状態 0 8 2 6 2 1 19
頻回受診 5 0 0 1 4 1 11
不定愁訴 4 6 4 2 5 1 22
転倒 4 4 3 4 1 3 19
心不全の増悪 3 0 0 6 0 1 10
交通事故 0 0 0 3 3 3 9
脳卒中 1 2 2 1 2 2 9
鼻出血 2 2 1 1 3 0 9
めまい 0 1 2 2 0 3 8
尿管結石 2 1 0 1 2 0 6
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5
図１ 搬送先選定困難事案
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